
模擬選挙 

12月 15日、５.６年生を対象に模擬選挙が行われました。 

千葉市選挙管理委員会が千葉県弁護士会や地元の大学と連携して行っているこの取組は、単な

る「選挙の体験」にとどまらず、将来の有権者を育てる主権者教育として重要な意義をもってい

ます。 

① 「自分たちの町」を自分事として考える力の育成 

②  選挙を「身近で具体的なもの」へ変える 

③  社会参画への意識、主権者意識の芽生え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美浜市長（架空）

選挙に立候補した

３名の候補者 

「空地の使い方」

をテーマに公約を

有権者(5.6年)に

訴えます 

「空地の使い方」 

 

Ａ：図書館を建設します 

 

Ｂ：総合病院を建設します 

 

Ｃ：津波避難のタワーを設

けた自然公園を建設します 

どの候補者の主張が

自分たちの将来にと

ってよいのか、単な

る好き嫌いではなく

「根拠」をもって判

断する訓練になりま
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＜受付・投票用紙交付所＞               ＜記載台＞ 

 

 

 

 

 

 

    ＜投票立会人・投票管理者＞         ＜投票箱＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演説の後、候補者への質問が

数多く出されました。その後

も、候補者の周りに集まって

質問を投げかけていました。 

いよいよ投票です。 

投票所入場整理券を持って、

いざ、投票所へ！ 

会場で一番目に投票

する人は、投票箱の

中に何も入っていな

いことを確認する作

業があります。 

さあ、模擬投票開始！ 



●今回の模擬選挙では実際の選挙で使用される「記載台」や「投票箱」をそのまま使い 

本番さながらの演説・質疑応答を経て投票を行いました。お子さん達は、「演説を聞く→ 

考える→投票する→開票結果を見る」という一連の流れを体験することで、社会の仕組みを

肌で感じることができました。 

●候補者と有権者との質疑応答では、候補者に鋭い質問を投げかける場面も多く見られまし

た。「自分の問いが政治（候補者）を動かすかもしれない」という、まさに主権者意識の芽

生えを感じました。 

●2025年 3月 16日に行われた千葉市長選挙。投票率は 35.70％（3人に 1人程しか投票して

いない）。18歳・19歳の投票率は 32,50%、20代が全世代で最も低い 22.68％。 

ちなみに美浜区は 40.63％。6区内の全世代投票率で最高でした。 

お子さんたちも将来の主権者として、その 1 票を無駄にしないことを祈ります。 

●1回の選挙でかかる費用（衆議院選挙を例に）は…約 600億円！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜有権者の投票が終了・・・いよいよ開票作業＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何度も人が数えるとともに、 

優れモノの「投票用紙計数機」も登場 

さあ、結果は・・・。総合病院建設を

公約に掲げた田中氏が当選です！ 


